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１．研究領域の目的および概要 

 

私たちはある物体を見ただけで、その素材について、金属、プラスチック、ゴム、木、ガラス、

布、あるいは皮でできている、といったことを瞬時に認知することができる。さらにその物体の

手触りや柔らかさ、摩擦、温度、新鮮さ、濡れて滑りやすいといった複雑な状態も瞬時に判断で

きる。質感認知はこのように物の素材や表面状態を判断する生体の働きを指す。一方、質感認知

は情動や価値判断と密接に関係している。たとえば食品が美味しそうか不味そうかを判断したり、

肌の状態から健康状態を判断する。また選り抜きの素材とすぐれた加工技術で作られた工芸品や

宝飾品の持つ質感は人を惹きつける。このように情動や価値判断と密接に関わる部分を感性的質

感認知とよぶ。本領域は素材の識別や表面状態の判断に関わる質感認知と、情動・価値判断に関

わる感性的質感認知の両方を研究対象としており、工学、心理物理学、脳科学の緊密な連携によ

って、これら質感認知に関わる人間の情報処理の特性を客観的に明らかにしながら、その基盤と

なる脳神経メカニズムの解明を進めることを目的としている。また、質感認知の科学的基礎の理

解に基づいて、質感情報の獲得や生成に関する工学技術の発展を推進することも重要な目標であ

る。本領域では上記三つの異なる分野の研究者集団の力を結集して研究を推進するために、各分

野に対応した以下の三つの研究項目を設定している。 

A01 質感の計測と表示に関わる工学的解析と技術 

A01 項目は、工学の最新の理論と技術を駆使して実物体が有する豊かな質感を入力・計測し，

それを再び提示デバイス等により再現すること、およびそれらの質感の持つ諸特性を様々な情報

処理的技法により解析することを目的としている。 

B01 質感認知に関わる感覚情報の特徴と処理様式 

Ｂ01項目は心理物理学的手法を駆使して質感認知に関わる感覚刺激特徴を解明し、また特定の

対象物の質感におけるエキスパートがもつ質感識別能力の特性やその獲得の仕組みを実験的に解

明することを目的としている。 

C01 質感情報の脳内表現と利用のメカニズム 

C01 項目は、生理学的手法を駆使して、質感

認知に関わる情報が脳のどこでどのように表現

されているのか、それらの情報が質感認知にど

のように用いられているか、また情動や価値判

断とどのように結びついているのかを解明する

ことを目的としている。 

 

 本領域は平成２２年度に異なる分野をカバーする７つの計画班（A01:2, B01:2, C01:3）を置い

てスタートし、当初は計画班代表者７名、研究分担者１１名に連携研究者を加えて２１名の体制

であった。平成２３年度に公募班員３４名（A01:8, B01:10, C01:16）が加わり、５５名のコアに

なる研究者に多数の研究協力者が参画して研究が進められている。また領域全体の活動を活発に

効率よく進めるために計画班メンバー計１０名で構成された総括班を置いて領域全体の運営を行

図１ 項目間の相関図 
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っている。研究の進捗を報告し議論を行うために領域全体の班会議を夏と冬に年２回実施してお

り、これまで４回開催した。それ以外にもさまざまな研究会を行い研究の発展に生かしている。 

 質感認知はものづくり産業や工芸、芸術をはじめ衣食住のあらゆる側面において我々の社会生

活に密接に関わっている。本領域の活動で得られる質感認知の仕組みの科学的理解や質感に関わ

る情報の計測・解析・生成に関わる工学技術の成果は、質感に関わるあらゆる分野の発展の基礎

となる知識や技術として社会に還元される。それにより最終的には質感の科学とよぶべき新しい

学際的な学問領域を生み出す契機を作ることも本領域の目標である。 

 

 

２．研究の進展状況 

 

 A01 項目では実物体が有する豊かな質感を入力・計測し、それを再び提示デバイス等によって

再現する手法、およびその質感の持つ諸特性を情報処理的に解析することに関する成果が得られ

た。まず「入力・計測」については、様々な照明条件下における対象物体の見えを計測する装置

や、半透明物体の微細な形状を精密に計測する手法の開発を行った。また対象物体の正確な色味

を再現するために必要な分光画像を瞬時的に入力する複数の手法を開発した。次に「表示・再現」

においては立体物上に高ダイナミックレンジ表示を実現する手法や、データ化された対象物体の

情報をもとに再び同様の見えを有する実物体を再現する手法、観察者の視線方向に適応的に表示

内容を変化させる立体ディスプレイなどについて多くの成果が得られた。「解析・分析」について

は、蛍光と反射光、鏡面反射と拡散反射など、物体の見えの構成要素を成分ごとに分離する手法

や、分光画像をもとに素材の判別や色材分布の推定を行う手法を開発した。これらにより質感を

構成する様々な要素について表示・提示および解析するための理論的・技術的素地の整備が大き

く進展した。 

B01項目では、光沢感、物体色、半透明感、細かさ、液体粘性などの多様な視覚的質感特徴に

ついて、それらそれぞれを生じることに関わる画像手がかりの分析を進めた。質感認知における

多感覚統合に関しては、視覚、聴覚、触覚のそれぞれの情報に基づいた素材識別に関する心理実

験、及びそれらを組み合わせることによる影響を調べる実験を行うと共に、脳機能イメージング

により異種感覚相互作用の機序を探る研究の準備を進めた。素材識別に関する実験刺激の作成に

は、本領域で素材識別用の標準刺激として開発された質感サンプルセットを様々な形で活用した。

感性的質感認知に関してはヒトの被験者を対象に食物の鮮度認知に関わる特徴の分析を行うと共

に、チンパンジーでも類似の実験を行い、種間比較を可能にした。また真珠や漆の美しさの物理

的な意味や熟練者が見る技を分析し一般人との比較を行った。実験装置の開発に関しては場所を

問わず自由に移動して心理実験を行うためのモバイルラボの準備を整え実験に使用した。また画

素の分光発光特性を単色光レベルで制御できる 2次元タイプの新カラーディスプレイの開発を進

め、二次元画像が提示できることを確認した。 

 C01 項目では表面質感のもっとも重要な特徴の一つである光沢に関して、サルの下側頭皮質か

ら光沢に選択性を持つニューロンを世界で初めて同定し、それらのニューロンがさまざまな光沢

をどのように表現しているかを系統的に示すという画期的な成果が得られた。また質感情報処理
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に関係すると考えられる空間周波数チャネル間の相互作用の様式を初期視覚野において明らかに

した。素材識別に関しては、ヒトの腹側視覚経路に沿って素材の識別が行われ、特に腹側高次視

覚野において触覚印象とも相関する活動が見られることが示された。更にヒト脳損傷患者の検討

から腹側高次視覚野がたしかに素材の視覚的識別に重要であることが確認されつつある。感性的

質感認知に関しては可聴域上限をこえる超高周波空気振動が報酬系の活動上昇を引き起こすため

に必要な条件の同定が進んだ。また被験者に拘束感を与えずに非侵襲脳活動計測を行うための装

置や、さまざまな実物をＭＲＩ装置内で呈示できる装置の開発が進み、感性的質感認知の研究の

技術面での基盤が充実した。 

 また領域全体として研究資源の共有化を進め班員間の連携を促進するために、領域データベー

スのインターネット上での構築、標準化された素材刺激セットの開発、移動実験設備（モバイル

ラボ）の導入などを行い、その結果項目内あるいは項目間の連携研究が活発に進んでいる。以上

のように各項目においても領域全体としてもきわめて順調に研究が進展していると考えられる。 

 

 

３．研究を推進する上での問題点と今後の対応策 

 

 本領域は工学、心理物理学、脳科学の３つの分野が連携して質感認知研究を進めることに特徴

があるが、分野間でバックグラウンドの知識が異なることによる相互理解が最初は進みにくいと

いう障壁は避けがたいものである。本領域では領域申請時から繰り返し研究会を持つことにより

計画班員間では分野間の相互理解を十分に深めた状態で領域の活動をスタートしたが、公募班員

採択後の初回と２回目の領域班会議時に各班員の研究背景を十分説明する時間を設けると共に、

計画班員から各分野における質感研究のチュートリアルを行い、分野間の障壁の除去に力を注い

できた。その結果６でも述べるように分野間の連携が進んでいる。また２０１２年４月２０日に

視覚質感認知と一般物体認識に関する研究会を領域内の研究会として行い、主にコンピュータビ

ジョンの工学研究者と視覚質感認知の心理物理学研究者、脳科学者が共通の問題意識で議論する

場を設けたところ、具体的な研究協力がいくつも進み相互交流に大きな効果をあげた。このよう

に特定のテーマで研究会を持つ試みを今後も継続して、多くの班員が分野間連携により研究の発

展につなげることを促進したいと考えている。 

 質感認知に関わる情報は極めて多くの変数が複雑に関係し、かつどのような変数が重要である

かもまだよく分かっていない。そのように性質のよく分からない多次元空間を対象として研究を

進めるために、一つの研究分野だけをとってもさまざまな方向から多様なアプローチが可能であ

る。しかしこのことは一方では研究者によってばらばらで一貫性のないアプローチをやみくもに

試みることにも通じる。そのような事態を回避してしっかりした基盤の上で一貫性のある研究が

行えるよう、総括班では質感認知研究の共通のプラットフォームとなる研究資源を提供している。

様々な素材でできた一定の形状の物体（質感サンプルセット）が B01 項目の中内計画班員のグル

ープを中心に開発され実用化されており、総括班から貸出も行っている。またこれらの質感サン

プルセットの反射特性やテクスチャを A01 項目の計画班員の協力の元に計測し、領域共通のデー

タベースで提供している。このような領域共通の研究資源の提供をこれからも進めることで、高
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い質の技術や知識の土台に立った一貫性のある研究を可能にしていく。しかし他方では、多様な

アプローチで研究が行われることは多くの可能性が試されることでもあり、その中から質感認知

研究に新しいブレークスルーが生み出されてくる可能性がある。そこで多様なアプローチの中か

ら有効と思われるすぐれた枝を見出し、その方向の研究の発展を支援して枝を伸ばしていくこと

も総括班の重要な役割の一つであると考えられる。班会議等の機会を通して発展性のある方向を

見出し、必要な支援を与えていくことが重要であると考えている。 

 質感認知においては視覚が重要な役割を演じるが、他の感覚も重要であり特に手触りなど体性

感覚は重要である。また物を見ただけで触った感じがわかるというように、感覚種をまたがるク

ロスモーダルな性質が見られる。本領域の審査所見で脳内メカニズム研究が視覚中心で他の感覚

による質感認知研究が不足しているのではないかという指摘を受けた。この点に関しては公募研

究において触覚研究者および聴覚研究者を採択し、視覚以外の感覚への対応を強化すると共に、

触覚研究の重要性を考慮して触覚質感研究動向についての研究集会を平成２４年２月７日に行い

触覚質感認知研究者間および他の感覚の研究者との交流を積極的に進めている。  
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４．主な研究成果 

 

本領域では物の素材や表面の状態を認知する機能にかかわる質感認知と、それにより生み出され

る情動や嗜好、価値判断を含む感性的質感認知の両方を研究対象としている。これらの対象に対

して工学に対応する A01 項目、心理物理学に対応する B01 項目、脳科学に対応する C01 項目と

いう異なる分野が連携を取りつつ多様な角度からアプローチする。しかし項目を超えて研究を繋

ぐ共通のテーマとして３本の経糸（たていと）が存在する。それは（１）質感に関する物理量と

感覚特徴、（２）素材の識別、（３）感性的質感認知、の三つのテーマであり質感認知の異なる機

能的側面を表している。一方各項目内の研究は対象へのアプローチの仕方において分けることが

でき、これが各項目固有の緯糸（よこいと）を構成する。このように領域で行われる研究は、項

目をまたがる３本の経糸と項目固有の緯糸の交わりとしてほぼ位置付けることが可能である。以

下で研究項目毎に主な研究成果を記載するが、A01 項目に関しては緯糸を作る異なるアプローチ

を前面に出して整理しているが、B01 と C01 項目では上に述べた３本の経糸によって研究を整理

した。引用番号は７（１）に記載する「主な論文等一覧」の通し番号に対応している。 

 

A01 質感の計測と表示に関わる工学的解析と技術 

A01 項目では実物体が有する豊かな質感を入力・計測し、それを再び提示デバイス等により再現

すること、およびその質感の持つ諸特性を様々な情報処理的技法により解析することを目的とし

ている。図２に、視覚における質感を例に各研究成果とその関係を示す。ここではまず「入力・

計測」「解析・分析」「表示・再現」の３つの技術要素に関する研究成果を報告した上で、これら

を横断的に取り扱う研究成果について述べる。 

 

図２ A01 項目における各成果とその関係 

[入力・計測] 

物体の見えは照明条件や観測方位により大きく変化するため、それらを余すことなく正確に入力

する手段について研究を進めた。日浦班では回転するアームに高輝度 LED アレイを密に配置した

高自由度照明装置「質感サンプラー」を開発した。この装置では照明条件を高精度にシミュレー

ションでき、各研究班で必要とする様々な条件下の画像を取得することが出来る（図３左）。併せ

て、各種の縞パターンで物体を照明することで、ヘアライン仕上げ等の方向性を有する反射特性

（異方性反射）を高速かつ高精細に計測する手法を開発した（図３右，未公表成果）。 



6 

 

  

図３ 高自由度照明装置「質感サンプラー」と，異方性反射物体の反射強度分布計測結果 

シーンの分光反射率を求める手法として、佐藤班では動的に変化するシーンに対して汎用のDLP

プロジェクタによる照明を用いる手法[70] を開発した。また山口班では高解像度RGB画像に低

解像度スペクトル画像を組み合わせる手法[5]や、様々な分光透過率を持つフィルタを各画素に備

えた単板型のマルチスペクトルカメラを用いる手法について研究を進めた[95]。これらの研究は、

従来は特殊な機器で時間をかけねば取得できなかったマルチスペクトル画像を、低コストかつ短

時間で取得することが可能になるという意義を持つ。また日浦班ではパターン光を照射すること

で光の滲み（表面下散乱）が強い物体の３次元形状を正確に求める手法[74]を開発し、肌や皮革

など生体表面の微細構造を解析することを可能にした。  

 

[解析・分析] 

ここでは、画像から対象物体の質感に関する光学的・幾何学的特性（反射特性，透過率，形状等）

を求める研究と、質感に影響を与える物理パラメータ（顔料の分布や血流量等の物理・生体パラ

メータ）を推定する研究が挙げられる。さらに、多様な照明条件・撮影方位からの画像を効率よ

く記録するためのデータ圧縮や、人の視覚特性に関連する解析も含まれる。 

 佐藤班では多くの物体が有する蛍光現象の解析に取り組み、反射光と蛍光の分離[72]、蛍光現

象を用いた対象の形状計測[85]、さらには蛍光を有する基準物体を用いることで、光源スペクト

ルとカメラの分光感度特性を１枚の画像から同時に推定する手法[86]を開発した（図４）。これら

は質感の入力・計測をより高精度かつ簡易にする基礎となり、各班への波及効果が期待できる成

果である。  

 

図４ 蛍光を有する基準物体を用いた光源スペクトルとカメラ分光感度特性の推定[85] 

 

日浦班では多様な照明条件下の画像から、鏡面反射と拡散反射、影の各領域を高速かつ安定に分

離する手法を開発した[3]。堀内班では偏光画像と分光画像を利用し、物体の材質を金属と非金属

（誘電体）に分類する手法を開発した[82]（図５左）。また土居班では、分光画像を利用し皮膚の

色材要素（メラニン、ヘモグロビン、酸化ヘモグロビン）の分布を推定し、さらにこれを用いて



7 

 

画像を合成する研究を行った[96]（図５右）。 

 さらに佐藤班では、より高次な感性的質感の情報処理に取り組み、写真の持つ主観的な品質や

色彩調和を計算機により評価する手法を開発した[71]。この研究は、人が有する感性的かつ主観

的な（良し悪しの）認知を、計算機によっても相当程度模倣することが出来ることを示した点で

意義深い。 

 

[表示・再現] 

対象物体の質感を忠実に再現するためには、通常のディスプレイに比べ、色域、色再現性、輝度

比・ダイナミックレンジ等の物理的性能の向上が必要である。またディスプレイ上の表示を見た

ときと、実物を直接見たときの違いについて研究を進めるべく、データ化された質感を再び実物

体として再現したり、プロジェクタを利用して立体物上に色彩を再現する手法についての研究成

果が多く得られた。 

 ディスプレイの性能向上については、物体の反射率の変更と入射光強度の変調を組み合わせた

重畳型 HDR ディスプレイについて、日浦班において複数の成果が得られた。電子ペーパを複数

のプロジェクタで照明する方法[134]、紫外線等の照射により可視光域の反射率が変化する材料を

利用した方法[151]について検討が進んだほか、立体プリンタ出力とプロジェクタを組み合わせる

ことで立体物上で HDR 表示を行う手法について成果を得た[77]。これらは再現度の高い質感を有

する製品モックアップや、その表面色彩を実時間的に変化させることが出来るという点で実用化

に迫りつつある成果である。 

ディスプレイ上に再現される画像と実物体の質感の相違について検討を進めるべく、宮田班では

皮革等の表面の微細構造を実物として再現する手法を開発した（図２右上の写真２点、未公表成

果）。さらに岡谷班では、画面上の注視位置に応じてリアルタイムに表示内容を変化させ、それに

より両眼視差と被写界深度ボケを同時に提示することが出来るディスプレイを開発し[135]、これ

を用いてディスプレイを観察するときに特有の視覚特性に関する研究を進めている。 

 

[融合的研究] 

天野班では画像の入力段階と提示段階を融合した研究として、プロジェクタにより照明されたシ

ーンの画像をカメラで取り込み、再びプロジェクタ投影画像へとフィードバックすることで、対

象物体の質感や見た目を様々に変化させる手法について成果を得た[8,9]。画像処理手法に B01 西

田班で得られた知見を取り入れ、対象物体に関する先験的情報なしに物体の見た目に透明感やつ

や感を付加したり取り除いたりする手法を開発した（図６）。これは心理物理・神経生理学的実験

において良好にコントロールされた刺激を提示できる技術であるため、B・C 項目への技術提供

体制が整えられた。 

図５ 偏光/分光画像を用いた材質の識別（左）[82]，分光画像を用いた皮膚色材分布推定（右）[96] 
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図６ プロジェクタ・カメラフィードバックによる物体の見えの変更結果の例[8,9] 

 

 

B01 質感認知に関わる感覚情報の特徴と処理様式 

B01 項目は、私たちが感覚刺激に含まれるどのような特徴を使って素材を識別し、質感を認知し

ているかについて、心理物理学的手法を駆使して実験的に解明することを目指している。視覚や

触覚、聴覚にいたる種々の感覚モダリティに関して、より物理的な刺激特徴量に関する質感情報

処理から、それらの複合的な過程を反映した素材識別、さらには価値判断を含む感性的質感に関

して、図７に示す様々な観点から研究を進めている。以下、主な研究成果について述べる。 

 

図７：B01項目における主な研究成果と位置づけ 

 

[物理的質感特徴] 

 光沢の知覚は質感知覚の中心的な研究テーマである。西田班は光沢の知覚に対する色の効果の

分析から、ハイライト（鏡面反射）と物体本体（拡散反射）の色の関係が重要であることを明ら

かにした。たとえば、白色本体に赤いハイライトのように物理世界で生じないような色の組み合

わせでは光沢感はほぼ消失する[130]（図８a）。一方、西田班の本吉らは、光沢感の照明に対す

る恒常性には限界があり、たとえば霞がかかったような環境のもとでは光沢感が大きく低下する

ことを示した[23]（図８b）。さらに本吉らは、光沢感知覚が7-8ヶ月の幼児ですでに成立するこ

とを示した[16]。 

 半透明感の知覚に関しては、西田班の本吉[15]および中内班[139,140]によってＣＧと実物を使

った研究が行われ、輝度コントラストなどの画像統計量や、鏡面反射と拡散反射の不一致（拡散

反射成分のコントラスト減少や極性反転）が重要な手がかりであることが明らかになった。 
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新しい質感特徴として、液体粘性や細

かさについても研究を行った。西田班

の河邉らは、液体の粘性の知覚におい

て、人間が静的形状・動的形状・運動

速度に含まれる様々な手がかりを柔

軟に利用していることを明らかにし

た[142]。新谷班は、人間は髪の毛な

ど画像の解像度以下のテクスチャの

細かさを判断することができること、

さらにその判断には輝度コントラス

トや低空間周波数成分の低下といっ

た画像特徴の変化が手がかりになっ

ていることを明らかにした[131]。 

 質感情報と形状情報の関係も重要な研究テーマである。本吉は、物体形状、表面凸凹、表面ざ

らつき、そして光沢感が劇的に変化する順応残効現象を発見した[144]。これは、表面質感や形状

が低次の画像特徴の集まりとして脳内で符合化されていることの重要な証拠である。また、酒井

班は、形状認知に関して拡散成分と一致しない鏡面反射成分の存在が物体の形状推定を促進する

という興味深い結果を得た[145]。 

 

[素材識別] 

 人間は様々な物理的な質感特徴を統合して、知覚対象の材質を推定することができる。そこで

利用される情報は視覚だけでなく、触覚や聴覚からも得られる。さらに、視覚的な情報だけから、

本来他の感覚モダリティが担当する質感特徴をも認識することができる。このように、素材識別

の理解においては、複数の感覚モダリティの協調動作の理解が鍵となる。 

 中内班は、視覚からの素材識別に関して、様々な材質で作られた質感サンプルの写真を刺激と

し、材質識別能力と光沢感・冷暖感等の様々な質感特徴の関係性について検討した[141]。そして、

材質識別課題の応答時間帯により関連する質感特徴が異なることを明らかにした。特に触覚的な

特性が遅いことから、モダリティをまた

いだ質感情報処理の複雑性が示唆された。

西田班の藤崎らは、素材認識における異

種モダリティ間の情報統合を直接的に検

討するため、素材の映像とそれを叩いた

音の組み合わせを変化させた結果、陶器

の映像に紙材を叩く音を合わせるとプラ

スティックに知覚される、などの現象を

見出した[143]（図９）。視聴覚の相互作

用の分析から、視覚情報から得られる表

面特性と、聴覚情報からえられる内部構

図８：光沢感に影響を与える要素 
(a) ハイライトの色と物体の色が矛盾する場合（左下） (b) 
照明場のコントラストが低い場合[23]（右下） 
いずれも光沢感が消失する。 

図９：素材認識における視聴覚統合 
映像とそれを叩いたときの音の組み合わせにより
知覚される素材が変化する[143] 
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造に対する情報の双方に矛盾のない素材を観察者は知覚していることが示唆された。C01項目小松

班と協力して、視聴覚材質判断の神経基盤を調べる脳機能イメージング研究の検討も進めている。

内川らは、色度図上に無い金色・銀色・銅色の知覚と、光沢知覚および金属表面知覚との相互関

係を明らかにした[129]。また、齋木班は、文字を見ると色が見えるだけでなく、わら半紙のよう

な特定の素材を感じる共感覚者の存在を発見した。 

 さらに、触覚に関しても、岡本班は様々な素材をなぞった時に生じる皮膚変形の時系列データ

を計測し、素材らしさを表現する特徴量を導出した[28]。それらの特徴によりテクスチャを特定

の素材らしく加工し、触覚ディスプレイを使って提示するとほぼ予想通りの素材感を観察者に知

覚させることができた。 

 

[感性的質感認知] 

 「美」に関して、真珠と漆という日本を代表する工芸品の質感知覚の研究を進めている。中内

班は真珠層の多層膜構造に起因する干渉色を高精度で光学計測することに成功し、それらと真珠

鑑定士の評定との関連について調べ、鑑定士が判断する真珠品質と干渉色の空間コントラストの

間に高い相関が見られること、鑑定士間でこうした評価基準がほぼ共有されていることなどを明

らかにしている[128]（図10）。

漆に関して、阿山班は黒みの

評価実験を行い、分光反射特

性やBRDFなどの物理特性

との関係を分析した[146]。

大谷班は、熟練者が漆の艶を

見る技を心理実験と眼球運

動測定で分析し、映り込みの

見方に特徴があることを明

らかにした[152]。 

 食品質感認知は生存に直

結する機能であるが、岡嶋班は食物の鮮度認知を左右する画像特徴を分析し、西田班が光沢感に

関係することを示した輝度ヒストグラムの歪度やサブバンドのパワーなどの画像統計量が知覚的

鮮度と高い相関を示すことを見出した[27,31]。伊村班は、岡嶋班の研究を下敷きにして、チンパ

ンジーの食物の鮮度認知を検討し、ある程度の鮮度弁別が可能であることを確認した[153]。この

研究は、感性的質感認知の種間差を探るきっかけとなる可能性を秘めている。 

 言語から感性的質感を検討する試みも進んでいる。坂本班は、西田班の渡邊らと共同で、触覚

における質感認知を研究する上で、「さらさら」「ざらざら」といった手触りのオノマトペに着

目し、その音韻の音象徴性(音韻とそれが生み出す共通の感覚イメージの関係)を利用して、触質感

認知の主要因を特定した[19,148]。その結果をもとにして、オノマトペのイメージ評価結果を自

動出力する言語イメージ判定システムの開発も進めている。 

 

[研究用のデータベースおよび装置の開発] 

図10：鑑定士が判断した真珠品質と真珠の光学特性[128] 

(a) 様々な品質の真珠、(b) 真珠品質毎の干渉色の空間パターン、
(c) 鑑定士による真珠品質判断と干渉色コントラストの関係 
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これらの研究を進めるなかで、様々な研究分野・アプローチを超えて質感研究を融合的に進める

ため研究リソースについても開発が進められた（図１１）。中内班を中心に、形状等がコントロ

ールされた様々な材質の質感サンプルセットが製作され、視覚・聴覚・触覚提示用の材質刺激と

して広く利用されている。触覚に関しては、坂本班を中心に触覚サンプルと対応するオノマトペ

のデータセットが開発された。色彩刺激提示装置として画素の分光発光特性を単色光レベルで制

御できる2次元タイプの新カラーディスプレイの開発が内川らを中心に進められ[127]、偏心光学

系を制作し、2次元画像が提示できることまで確認された。心理物理実験を好きな場所に持ち出せ

るモバイルラボは、中内班の真珠の鑑定士の実験に利用されている。このような共有資産は、連

携研究の契機となり、多面的な質感研究推進の原動力の一つとなっている。 

 

 

図 11：B01 項目において開発された質感研究リソース 

 

 

C01 質感情報の脳内表現と利用のメカニズム 

研究項目Ｃ０１では質感認知に関わる感覚特徴の脳内処理、質感認知の重要な機能である素材識

別のメカニズム、および情動や価値判断とつながる感性的質感認知に関わる神経情報処理に関し

て図１２に示すような様々な観点から研究を進め多くの研究成果が得られた。 

 

 

[質感に関わる感覚特徴の処理] 

 光沢は物体表面の持つ多様な質感の中でも最も顕著な性質であるが、これまで脳内でどのよう

に光沢が表現されているかについては全く不明であった。小松班はさまざまな光沢をもつ物体画

像に対するサル下側頭皮質ニューロンの応答を解析し、上側頭溝内の限局した場所にさまざまな

光沢に選択的に応答するニューロンが固まっていることを見出した。それらのニューロン集団の

活動は光沢の強さの違いや、表面の滑らかさの違いによって生じる光沢の変化を系統的に表現し

図 12：Ｃ０１項目における主な研究成果と位置づけ 
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ていることが分かった [69]

（図１３）。一方視覚野全体で

光沢の情報がどのように分布

するかを調べるために小松班

で行われたサルを用いた機能

的磁気共鳴画像法（fMRI）実

験の結果から、下側頭皮質の

限局した場所が光沢刺激に特

によく反応することが示され、

上のニューロン活動記録実験

で見いだされた部位もその一

つであることが確認された

[132]。 

 このような光沢に対する選

択性が視覚野のどのような処理で生み出されるかはまだ不明であるが、周期的な物理表面が持つ

光沢感などは、多くの空間周波数成分の間の何らかの非線形的相互作用に担われていることが予

想される。大澤班は第一次視覚野（V1）細胞がよく反応する帯域の外の空間周波数成分の影響を、

両眼同時刺激で細胞の活動レベルを上げて抑制的な反応を検出し易くする新手法により調べた。

その結果多くの細胞で、興奮性反応の帯域外から主として抑制性の影響が見られることが示され

た。これにより従来は検出が難しかった空間周波数間の相互作用の存在が示され、V1 細胞は従来

考えられていたより複雑なフィルター特性を持つことが明らかとなった[62]（図１４）。 

 視覚質感認知においては表面反射特性と物体の三次元形状など他の要因には複雑な相互作用が

あることが示されており、それらの要因の表現様式を理解することも質感認知の研究において重

要な意義を持つ。大澤班は奥行きを含めた３次元空間における細胞の受容野を定量的に計測でき

る手法を初めて確立し、V1 の複雑型細胞が複数の両眼視差検出器を組み合わせた受容野を持つこ

とを明らかにした[34]。一方藤田班はサルの V4 野

ニューロンが細かい両眼視差の差をコードしてお

り、その情報が実際にサルの奥行判断に用いられて

いることをニューロン活動の解析と微小電気刺激

による奥行判断への影響により確認した[66]。 

 触覚質感に関する感覚情報処理に関しては、古田

班がラットの触覚求心線維から細胞内記録を行っ

た上で色素注入により形態の同定を行うことに成

功し、触覚求心線維の種類と反応特性の関係を厳密

に同定する実験を進めると共に、関班は脊髄でのシ

ナプス前抑制の大きさを推定する新手法を用いて、

ゆっくりとした運動で物体表面をなぞったり、把握

して重さを認識するなどの質感認知行動時に筋感

図 13： サル下側頭皮質で記録された光沢選択性ニューロン[69] 

(a) 一つのニューロンの反応。鋭いハイライトを持つ刺激にはよ
く反応（上）するが、ぼやけたハイライト（中）や艶のない刺激
には反応しない（下）。(b) 光沢選択性ニューロン集団活動の
MDS による解析結果。様々な光沢が系統的に表現されている。 

図 14：V1 細胞の両眼の空間周波数特性[62] 

赤が興奮性、青が抑制性の周波数帯域 
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覚フィードバックが増大することを示唆する興味深い結果を得るなど、着実な進展がみられる。 

 

[素材識別に関わる処理] 

 質感認知の重要な機能は素材の識別である。小松班は素材識別に関わる脳部位の同定と、素材

に関するどのような情報が表現されているかを調べることを目的として形の統制された９種類の

素材の画像刺激を呈示し、ヒトの脳活動を fMRI で計測し複数のボクセルの活動パターンから異

なる素材がどのように区別されているかを調べた[40]。その結果 V1/V2 といった初期視覚野から

紡錘状回付近の腹側高次視覚野にいたる領域で素材の識別が行われていた。次にこれら異なる部

位の活動が素材質感のどのような情報を伝えているかを解析したところ、初期視覚野の活動は空

間周波数、方位、色輝度統計量などの画像特徴を表現しているのに対し、腹側高次視覚野は形容

詞対を用いてＳＤ法で調べた素材間の印象の差をよく表現していることが分かり、素材知覚に腹

側高次視覚野が重要な役割を果たす可能性が示された（図１５）。一方鈴木班はヒトの脳損傷患者

において素材画像の識別

に関係する場所を調べた

ところ、紡錘状回の損傷を

含む患者において素材の

識別が障害されることを

見出した[150]。これは脳

損傷部位と素材識別の関

係を初めて明らかにした

重要な成果である。また一

戸班員のグループは、脳溝

がほとんどないマーモセ

ットの利点を生かして、下

側頭皮質付近のマッピングを多チャンネル記録で行った結果、上側頭溝付近の領域で物体の形状

や色によらず素材にのみ選択性を示すニューロンがクラスタを形成していることを見出しており、

物体の素材とそれ以外の形や色の情報の機能地図の関係について手がかりが得られつつある。 

 多くの素材は表面に固有のテクスチャ構造を持ち、素材の識別に役立てられていると考えられ

る。テクスチャの識別には空間周波数成分や方位の成分が物体表面でどのように分布しているか

という情報が重要であるが、大澤班は独自に開発した局所周波数領域逆相関法により、サルの V2

野の細胞の受容野内部構造を調べた結果、一部の細胞で不均一な構造が見られ複雑な特徴の抽出

がこの段階で始まる可能性が示唆された[63]。 

 

[感性的質感認知] 

 本田班は人間の可聴域上限をこえる超高周波空気振動を豊富に含む音が、脳幹報酬系神経回路を

活性化して、音の感性的質感認知を高める現象（ハイパーソニック・エフェクト）について脳幹

報酬系神経回路を活性化する音刺激の情報構造や印可方法について検討を行った結果、音の自己

相関構造が完全にランダムではなく、また完全に確定的ではない一定のゆらぎをもっている必要

図 15：ヒトの素材識別時の脳活動[40] 

(a) ９種類の素材画像を呈示して fMRI で脳活動を記録した。(b) SD 法
で得た心理的印象の階層構造（左）と fMRI で記録した腹側高次視覚野
の活動パターンから得た階層構造（右）にはよい対応関係が見られた。 
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があることを明らかにした。さらに、報酬系の活性化を導く超高周波振動の身体受容部位の検討

を行った結果、首から下の身体で受容している可能性が高いことが示された（図１６）。これらの

研究成果を産業応用したアプリケーションに関して特許を出願・取得した（特許取得[157, 158]）。

一方聴覚刺激のもたらす情動の神経基盤について高橋班は、恐怖条件づけを行ったラットでは報

酬条件づけを行った群に比べて、聴覚皮質の局所電場電位のαおよび高γ帯域での位相同期が強

くなり、音の有する恐怖の情動価が聴覚皮質の定常状態の頑健性に表現されている可能性を示し

た[154]。 

 視覚の感性的質感認知に関して、山

本班は印刷物を高照度と低照度で照明

した条件で fMRI でヒトの脳活動を比

較した結果、低次視覚野は活動に差が

なく網膜順応の結果を反映しているの

に対し、Ｖ８、ＬＯなどの高次視覚野

では高照度下で活動が高く、印刷の見

えの感性的な評価と対応している可能

性を示した[136]。船橋班では画像刺激

の違いがどのように選好性の違いを生

み出すかを調べることにより感性的質

感認知のメカニズムを理解することを試みているが、サルの前頭眼窩部のニューロン活動が画像

刺激の選好を反映することを見出した[133]。また宮脇班は画像を見た時に想起されるさまざまな

感性的印象を表現する形容詞が、画像呈示によって生じる高次視覚野の fMRI で記録した脳活動

から有意に予測可能であることを見出しており、感性的質感認知における脳情報復号化の可能性

を示すものと考えられる。 

 

[機器開発] 

 質感認知の脳生理学研究では、これまで扱われてこなかったような多次元情報の神経表現を解

析したり、リアルな刺激呈示や自然な環境下での実験も必要となる。それらの実験場面に対応す

る機器や実験方法の開発も進められている。本田班は被験者に拘束感を与えずに非侵襲で脳活動

を計測できる陽電子断層法を用いた装置（PET-HAT）を開発すると共に（[42]，特許取得[155, 

156]）、脳幹報酬系神経回路の活性を簡便に計測する脳波指標を開発した[126]。山本班は複数の

実物体を超音波モータを用いて高磁場のＭＲＩ装置内で順に呈示できる装置を開発し、実物体の

持つ複雑な特性を実験環境にそのまま持ち込むことを可能にした[137]。また川嵜班は脳表面の多

数の位置から慢性的に脳活動を計測できる多点表面電極技術で皮質脳波（ECoG）を下側頭皮質

から長期間安定して記録する方法を確立した[138]。これらの実験技術は領域内の他のグループの

研究にも応用可能であり、Ｃ０１項目の研究推進に力を発揮するものと考えられる。 

  

図 16：超高周波振動の効果部位 

首より下の体部への呈示では脳幹報酬系回路の活性化
が起きる（左）が頭部のみへの呈示では起きない（右） 
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（２）ホームページについて 

 論文発表に関する情報を随時ホームページのニュースとして掲示すると共に、研究成果を年度



22 

 

ごとにニュースレターとしてまとめ、各班の研究内容の説明と発表一覧の情報を掲載している。

ニュースレターは誰でも容易に見ることができかつ、内容が理解しやすいように作成しており、

ＰＤＦファイルを領域ホームページから自由にダウンロード可能にしている。領域ホームページ

のアクセス数は２０１１年４月以降集計を行っているが、２０１２年６月１５日までのアクセス

は１６０００件余りであり、毎週２５０件程度のアクセスがある。なお Google検索で「質感」を

検索すると本領域ホームページが５７８０万件中のトップで表示される。（２０１２年６月２６日

現在） 

 

 

（３）公開発表について 

・「質感脳情報学キックオフシンポジウム」（２０１０年９月２５日東京大学山上会館、参加者数

約１５０名）：計画研究代表者の質感認知に関係するこれまでの研究と研究計画の紹介を行い、

本領域が質感の科学的研究の場として活動を開始したことを社会にアピールした。 

・新学術領域合同シンポジウム「リアリティを生み出し現実世界と関わる脳の働き」（２０１１年

８月２４日神戸国際会議場、参加者約１００名）：包括脳夏のワークショップのイベントとして、

本領域が企画し他の２つの新学術領域「学際的研究による顔認知メカニズムの解明」「ヘテロ複

雑システムによるコミュニケーション理解のための神経機構の解明」と合同で開催し、本領域か

ら４名の班員が発表した。 

・企業との合同研究集会「質感研究の応用に関する意見交換会」（２０１１年１０月３日学術総合

図 17: 質感脳情報学領域ホームページトップ画面 http://shistukan.jp 
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センター、参加者４２名）：質感に関わる研究開発を行っている企業内研究者に対して班員４名

が発表を行い、質感認知の基礎的研究の重要性を示した。 

 

上記は領域主催のイベントであるが、個々の班員の行った招待講演（計２７件）のうちのいくつ

かを下に示す。 

・「Color processing for surface gloss and image naturalness」Perception of material properties 

workshop（２０１１年６月４日 Ebsdorfergrund ドイツ）（西田班員） 

・「質感知覚の心理物理学」情報通信学会 CVIM/GCAD 合同研究会（２０１１年１１月１７日筑

波大学）（西田班員） 

・「Neural coding of glossiness in the macaque visual cortex」Perception of material properties 

workshop（２０１１年６月４日 Ebsdorfergrund ドイツ）（小松班員） 

・「質感を認知する脳の仕組みを探る」日本視覚学会２０１２年冬季大会（２０１２年１月１９日

工学院大学）（小松班員） 

・「素材の触知覚を構成する５種類の材質感次元」第１６回日本バーチャルリアリティ学会（２０

１１年９月２１日はこだて未来大学）（岡本班員） 

・「コンピュータグラフィックスにおける質感表現」情報通信学会 CVIM/GCAD 合同研究会（２

０１１年１１月１７日筑波大学）（新谷班員） 

・「視覚性認知障害」第３５回日本神経心理学会総会（２０１１年９月１５日栃木県総合文化セン

ター）（鈴木班員） 

・「Learning-induced plasticity of neural computation in the auditory cortex」第８９回日本生

理学会（２０１２年３月２９日長野県松本文化会館）（高橋班員） 

 

（４）「国民との科学・技術対話」について 

・領域公開シンポジウム「質感理解へと向かう５つの挑戦」（２０１１年１２月７日大阪大学中ノ

島センター、参加者約１７０名）アンケート回収３０名（大変良かった 53%、良かった 30%、

普通 7%、期待はずれ 3%、無回答 7%） 

・領域公開シンポジウム「美術工芸ｘ質感脳情報学」（２０１２年５月２９日京都市勧業館みやこ

めっせ、参加者約１６０名）アンケート回収５８名（大変良かった 28%、良かった 50%、普通

13%、期待はずれ 0%、無回答 10%）（年代：２０代 36%、３０代 24%、４０代 19%、５０代

16%、６０代 5%） 

 

上記２つのイベントは領域主催のものであるが、他に個々の班員による活動も多くなされている。

以下にはそのうちいくつかの例をあげる。 

・２０１１年９月２５日名古屋市科学館の科学ゼミナール（名古屋市科学館）にて「ヒトは脳で

どのように色を見ているか」という体験型科学教室を行い金色の特性を体験してもらった。参加

者小中学生親子２４名、２４人中６人が特に金色のデモに高い興味を示した。（小松班員） 

・２０１１年１１月５日生理学研究所一般公開にて「脳が作る世界－見るということ」という展

示を行い、質感研究の内容を紹介すると共に素材識別実験と金色の特性の体験をしてもらった。
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参加者約１０００名。（小松班員） 

・２０１１年１１月６日、テクノフェア in ねやがわ（大阪電気通信大学）にて「コンピュータ

ーで化粧の色を試そう」というタイトルで皮膚の分光反射率の計測とコンピュータでの色再現の

体験を行った。参加者はほとんど女性で約７０名（うち４０名が実際に体験）（土居班員） 

・２０１２年６月７日国立情報学研究所オープンハウス（学術総合センター）にて「光を通して

観る世界」のタイトルで一般向けの基調講演を行い，光の情報をもとに対象物の材質や形を抽出

する試みについて紹介。参加者約２００名（佐藤いまり班員） 

・２０１２年６月７日、応用脳科学コンソーシアムの研究会（国際ファッションセンタービル KFC

ホール）にて「質感と感性へのアプローチ 〜ハイパーソニック研究の実例から」というタイト

ルで教育講演。参加者約５０名（本田班員） 

・２０１２年６月７〜８日、画像センシングシンポジウム（パシフィコ横浜）にて プロジェクタ

カメラシステムを用いた質感制御のデモンストレーション展示を行なった．企業関係者が産業応

用の可能性について特に興味を示した。参加者約９００名（天野班員） 

・２０１２年６月１６日視覚科学技術コンソーシアムの公開研究会「視覚・色覚のしくみを画像・

化粧品に活かすには？」（キャンパスイノベーションセンター、東京・田町）で当領域の活動お

よび化粧と質感に関する最新の研究動向について紹介。参加者４８名。（中内班員、岡嶋班員） 

・２０１２年６月２０日 茨城県立竜ヶ崎第一高校にて「見ることを科学する」という講演で質

感からの３次元形状知覚の研究を紹介し，デモを体験してもらった。参加者生徒約５０名（酒井

班員） 

 

また放送、新聞、出版などのメディアを通して、研究内容を広く国民に伝える努力も行っている。

いくつかの例をあげる。 

・「生体の科学」誌より質感研究に関する特集号の依頼が領域代表にあり、「質感脳情報学への展

望」という特集号を編集することになり、計画班代表者７名がそれぞれの分野での質感認知研究

の現状と展望をまとめた。（２０１２年６３巻４号として印刷中） 

・「映像メディア学会誌」が２０１２年５月号に企画した「質感を科学する」という特集号に協力

を依頼され、班員５名がそれぞれの分野での質感研究を紹介した。 

・ＮＨＫテレビより伊藤若冲の金色の質感について分析するテレビ番組（若冲ミラクルワールド、

ＮＨＫＢＳプレミアム２０１１年４月２５日、ＮＨＫ総合２０１２年１月９日）への協力依頼が

あり、佐藤いまり班員と内川班員が出演して質感認知研究の視点から分析を行った。 

 

これら以外にも論文発表等にあたって新聞や他のメディアによる報道に多数協力した。 
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６．研究組織と各研究項目の連携状況 

 

各項目の課題名と研究者名（計画班は代表者と分担者、公募班は代表者）を以下に示す。 

[A01項目 質感の計測と表示に関わる工学的解析と技術] 

計画班（代表者を＊で示す） 

「質感認知に関わるコンピュータビジョンと情報論的解析」 佐藤いまり＊（国立情報学研究所・准教授）、 

（分担者）佐藤洋一（東京大学生産技術研究所・教授）、岡部孝弘（東京大学生産技術研究所・助教） 

「質感認知に関わる記録・合成と表示」 日浦慎作＊（広島市立大学情報科学研究科・教授）  

（分担者）岩井大輔（大阪大学基礎工学研究科・講師） 

公募班 

「画像のボケと両眼視差を同時に再現する注視反応ディスプレイ」 岡谷貴之（東北大情報科学研究科・准教授）  

「色彩情報処理による質感の計測・解析・再現」 堀内隆彦（千葉大学融合科学研究科・准教授）  

「分光情報に基づく高質感映像の収集と表示に関する研究」 山口雅浩（東工大・学術国際情報センター・教授） 

「質感情報の実体化プロセスを考慮した物体表面の質感編集手法」 宮田一乘（北陸先端大ライフスタイルデザ

イン研究センター・教授）  

「動的な見かけ制御を応用した実世界の質感制御技術に関する研究」天野敏之（山形大学理工学研究科・准教授） 

「人の認知を考慮した三次元記録や評価法の確立」 長原一（九州大学システム情報科学研究院・准教授）  

「分光画像を利用した物体表面の色材要素解析と高質感画像の生成」 土居元紀（大阪電気通信大学・准教授）  

「輝度と立体感の順応を利用した質感再現の顕在化研究」 山本昇志（東京都立産業技術高等専門学校・准教授）  

 

[B01 項目 質感認知に関わる感覚情報の特徴と処理様式] 

計画班（代表者を＊で示す） 

「質感認知に関わる視聴触覚情報の心理物理的分析」 西田眞也＊（NTT コミュニケーション科学基礎研究所・

主幹研究員）  

（分担者）内川惠二（東京工業大学総合理工学研究科・教授）、本吉勇（NTT コミュニケーション科学基礎研

究所・主任研究員）、藤崎和香（産業技術総合研究所・研究員）  

「質感認知の環境依存性および学習依存性」 中内茂樹＊（豊橋技術科学大学工学研究科・教授）  

（分担者）北崎充晃（豊橋技術科学大学工学研究科・准教授）、永井岳大（豊橋技術科学大学工学研究科・助教） 

公募班 

「質感からの３次元形状知覚」 酒井宏（筑波大学システム情報工学研究科・教授）  

「漆黒の質感－黒うるしの表面特性とその感性評価－」 阿山みよし（宇都宮大学工学研究科・教授）  

「実環境での安定した色認識における質感の役割」 溝上陽子（千葉大学融合科学研究科・助教）  

「オノマトペの音象徴性を利用した触質感認知メカニズムの解明とその工学的応用」坂本真樹（電気通信大情報

理工学研究科・准教授）  

「視覚情報から物体の経時変化を推定する高次質感認知メカニズムの解明」岡嶋克典（横浜国立大学環境情報研

究院・准教授）  

「皮膚変形レベルでの質感解明：質感を際立たせる触覚テクスチャ合成法の確立」岡本正吾（名古屋大学工学研

究科・助教）  

「物理刺激を伴わない質感認知：共感覚における色認知の神経基盤の解明」齋木潤（京都大学人間・環境学研究

科・教授）  

「チンパンジーとヒトにおける質感情報処理に関する実験的検討」伊村知子（新潟国際情報大学・講師）  

「漆質感認知に寄与する時空間視覚情報特性解析-「漆の質感を見る技」の解明-」大谷芳夫（京都工芸繊維大工芸

科学研究科・教授）  

「「細かさ」質感の視知覚特性」 新谷幹夫（東邦大学理学部・教授）  

 

[C01 項目 質感情報の脳内表現と利用のメカニズム] 

計画班（代表者を＊で示す） 

「質感認知の初期脳メカニズム」 大澤五住＊（大阪大学生命機能研究科・教授）  

（分担者）佐々木耕太（大阪大学生命機能研究科・特任助教） 

「質感認知の高次脳メカニズム」 小松英彦＊（自然科学研究機構生理学研究所・教授）  

（分担者）一戸紀孝（国立精神・神経医療研究センター・部長）、郷田直一（生理学研究所・助教） 

「質感認知に関わる感性・情動脳活動」 本田学＊（国立精神・神経医療研究センター・部長）  

公募班 

「ヒトの質感認知の脳神経メカニズムに関する臨床的研究」 鈴木匡子（山形大学医学系研究科・教授）  

「聴皮質における音の質感と情動情報の神経基盤」 高橋宏知（東京大学先端科学技術研究センター・講師）  
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「視覚情報がアクティヴタッチによる質感に与える影響」勝山成美（東京医科歯科大学医歯学総合研究科・助教）  

「皮質脳波記録法を用いた視覚学習に伴う脳機能マップの可塑性の検証」川嵜圭祐（新潟大学医歯学総合研究科・

助教）  

「実物体を用いた質感脳過程の研究：多角的脳イメージングによる機能・構造・生化学解析」山本洋紀（京都大

学人間・環境学研究科・助教）  

「質感の変化による選好性の変化と前頭葉眼窩部の役割」船橋新太郎（京都大学こころの未来研究センター・教

授）  

「触覚による質感認知の基盤となる能動的触知覚の研究」 古田貴寛（京都大学医学研究科・准教授）  

「初期視覚野における質感認知のための異種視覚情報統合メカニズムの解明」田村弘（大阪大学生命機能研究科・

准教授）  

「大きさの知覚：恒常性、錯視、質感情報との相互作用」 藤田一郎（大阪大学生命機能研究科・教授）  

「脳が読み解く素材感：非注意・注意下での脳磁場反応解析」 萩原綱一（九州大学医学研究院・助教）  

「質感言語表現における多感覚相互作用：ＭＥＧによる脳内表象の解析」檀一平太（自治医科大学・准教授）  

「自然画像中の動きの解析の神経基盤」 宇賀貴紀（順天堂大学医学部・先任准教授）  

「モデル動物としてのサルにおける質感認知の研究」 伊藤南（東京医科歯科大学保健衛生学研究科・教授）  

「質感認知とその障害の分子・神経メカニズム」 南本敬史（放射線医学総合研究所・チームリーダー）  

「体性感覚を用いた質感認知の脳内機構」関和彦（国立精神・神経医療研究センター・部長）  

「脳情報復号化とデータ・マイニング技術による脳内質感情報表現の抽出」宮脇陽一（電気通信大学先端領域教

育研究センター・准教授） 

 

 

以下に「計画班と公募班の調和」と「項目間の連携」に分けて領域内の連携の状況をまとめる。 

 

計画班と公募班の調和 

 質感認知は非常に多様な問題が関わっており、計画班だけでそれらすべての問題をカバーする

ことは不可能である。本領域の計画班はこれまで質感認知研究が実験的にも理論的にも最もよく

進んでいる視覚質感認知に関わる研究者を中心として構成されており、この領域を牽引するにふ

さわしいコアを形づくっている。公募班には視覚質感認知の分野やそれ以外の分野で計画班をう

まく補完して領域全体として質感認知に関わる多様な問題に系統的に取り組める体制を作ってい

る。視覚質感認知以外の分野を補完した例としては、公募研究において触覚研究者（岡本班員、

関班員、古田班員、萩原班員）および聴覚研究者（高橋班員）を高い割合で採択し、視覚以外の

感覚への対応を強化した。また触覚研究の重要性を考慮して触覚質感研究動向についての研究集

会を平成２４年２月７日に行い触覚質感認知研究者間および他の感覚の研究者との交流を積極的

に進めている。またヒトの質感認知においては言語が重要な役割を果たすと考えられるが、この

点を補完するために質感表現に関する形容詞の分析の専門家である坂本班員が公募で参加し、総

括班の中内班員からは坂本班員が研究に用いる触覚用質感サンプル作成の支援を行った。坂本班

員の研究で開発された感性的質感認知評価用の形容詞リストや触覚用質感サンプルは他の計画班

や複数の公募班に提供されて研究に用いられ多くの研究の発展に役立っている。 

 視覚質感認知に関しては、そのメカニズムを系統的な心理物理実験や生理実験により解明して

いく体制は計画班に整っているが、実験的に明らかにされた脳メカニズムをヒトで検証していく

ためには臨床的な研究が極めて重要である。この点に関しては神経内科医で臨床神経心理学の専

門家である鈴木班員が公募で参加し、素材識別に影響を与える脳損傷部位の研究を行い、計画班

による研究を補完している。小松計画班からは鈴木班員に対して生理実験で用いられたさまざま

な素材の統制された画像や実物サンプルをが提供され、これらの刺激を用いて臨床的なテストが

行われた結果、素材識別に影響を与える脳損傷部位の特定につながる重要な成果が得られつつあ
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る。（業績一覧#150）またヒトを対象とする心理物理および生理実験とマカクザルやマーモセット、

ネコなどの実験動物を用いた行動および生理実験は計画班でカバーされているが、これらの動物

種とヒトの間にはギャップが存在する。このギャップを埋めるものとして類人猿を用いた研究は

重要であると考えられるが、チンパンジーを対象とする認知心理学研究の専門家である伊村班員

が公募で参加し、他の動物種で得られた知見とヒトで得られた知見の間を補完する役割を担うこ

とが可能な体制を作っている。すでに西田計画班員らが以前行ったヒトの心理物理実験での結果

を参考にしつつ、ヒトの食品鮮度質感を研究する他の公募班員（岡嶋班員）と連携して、チンパ

ンジーで同様の実験を試み成果をあげている。（業績一覧#153） 

 

項目間の連携 

 異分野が連携して質感認知の研究を進める本領域のようなグループでは、知識や技術のギャッ

プを埋める努力を不断に行うことが重要と考えられ、３の問題点と対応策でも述べたように領域

班会議や研究集会の機会を利用して分野間の相互理解を深めている。また総括班の日浦班員が担

当して、領域メンバーのみを対象に「質感脳情報学データベース」を運用・管理している。これ

はウェブブラウザを用いてアクセスできるもので、各種共有リソース（３で述べた領域共通研究

資源の「質感サンプルセット」の反射特性の計測結果の BRDFデータベース、領域内開発ソフトウ

ェア，共有実験装置の仕様や利用方法など）、領域メンバーの研究成果やそれに関連する論文の

リスト等を集積している。さらに領域が主催した研究集会の発表資料（スライド，ポスター等を

含む）や講演ビデオも収集・提供しており、各メンバーの専門知識や得意分野の共有を通し、メ

ンバー間の共同研究の振興に役立てられている。現在 3GBものデータが登録済みであり、最近１

ヶ月間のアクセス数は約 6,000件と、領域メンバー限定であるにもかかわらず非常に活発に利用

されている。 

 このような努力の結果、項目をまたがるさまざまな連携が進んでおり以下にいくつかの例をあ

げる。 

・蛍光が色恒常性に果たす役割を明らかにするために、実在物体の蛍光特性の計測を佐藤班（A01）

が行い，溝上班（B01）の協力のもと心理実験を進めている。 

・素材質感知覚における多感覚統合の仕組みを調べるために、西田班（B01）藤崎班員の聴覚心理

物理実験に関する技術と、小松班（B01）郷田班員の脳機能イメージング技術を組み合わせて素

材質感知覚における視覚情報と聴覚情報の相互作用を調べる共同研究が進められている。（業績

一覧＃143） 

・素材質感知覚における多感覚統合の仕組みを調べるために、西田班（A01）が行う温度知覚に関

する心理物理実験と、日浦班（B01）岩井班員が持つ映像プロジェクション技術を組み合わせて

視覚と温度知覚の相互作用を調べる共同研究が進んでいる。 

・漆の質感を研究している阿山班（B01）は、漆板の表面反射特性（BRDF）の精密計測を山本班（A01）

の支援を受けて行い、刺激の物理特性の定量的なデータを得ることができた。（業績一覧#146） 

・食品鮮度の質感認知研究を行う岡嶋班（B01）は、山口班（A01）が開発した６原色プロジェク

ターの技術支援を受け、一般に入手可能なディスプレイ装置では表示不可能な高い彩度の刺激を

呈示することで果物の鮮度質感の研究を進めることができた。（業績一覧#149） 
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・溝上班（B01）が進める周囲の空間構成物体の質感が色恒常性に与える影響を調べる心理物理実

験では、山本班（A01）から照明シミュレーションへの技術支援の協力を受けて進めている。 

・宮脇班（C01）が得意とする機械学習を用いた脳計測解析手法を，岡本班（B01）の進める多変

量（物理量）と質的データ（官能的量）の有機的な結びつきを調べる心理物理データ解析に適用

する試みが連携して進められている。 

・田村班（C01）が進める自然物体表面画像を用いた生理実験において用いる刺激の解析を、岡谷

班（A01）が専門とするコンピュータビジョンで開発された手法により行い、視覚野ニューロン

の特徴選択性を多次元の特徴空間で系統的に記述する試みが連携して進められつつある。 

・岡谷班（A01）から技術支援を受けて、動画質感刺激を呈示された時のサルの眼球位置を高時間

分解能で記録するためにサル用高速眼球位置計測システムを川嵜班（C01）が構築中である。 

・布素材を用いた摩擦刺激による体性感覚誘発磁場の測定を行う萩原班（C01）は、坂本班（B01）

が開発した触質感に関係する擬態語（オノマトペ）の生成システムの提供を受けて、被験者の主

観的な質感表現と体性感覚野応答の相関を解析する準備を進めている。 

・画像と共起する形容詞を脳活動から予測する宮脇班（C01）のプロジェクトは、坂本班（B01）

から支援を得て解析対象とする形容詞の選定を進めている。 

・これら以外に C01 項目の班員が行う生理実験に対して、B01 項目の班員より刺激の提供や A01

項目の班員よりデータ解析や刺激パラメータの解析技術が提供され、いくつものグループ間で共

同研究が行われている。 

 

以上は項目をまたがる連携が実際に進んでいる例の一部をあげたものである。これ以外に同じ項

目内（例えば A01 同士や C01 同士）の連携や共同研究も多数進んでおり、領域内の連携を進める

ために試みている仕組みはうまく機能していると判断できる。 

 

 

７．研究費の使用状況 

 

研究を進めるために研究費をきわめて有効に活用している。以下に総括班経費の例と個々の班員

の例をいくつかあげる。 

・データベース構築のためのサーバーレンタル ¥125,580/年： ８の連携状況の項で述べた領域

内部の情報共有用のデータベースを外部のレンタルサーバー上に設置し、総括班の日浦班員が管理

している。領域内の連携や総括班が全体の研究状況を把握して領域の運営を行う上できわめて効果を

発揮している。（総括班） 

・モバイルラボ（移動型視覚心理物理実験設備） ¥7,458,460（本体価格¥3,541,960、搭載設備

¥3,916,500）： 真珠や漆といった特定の質感を専門的に識別するエキスパートの質感識別の特

性を分析するために、それらのエキスパートのいる現場に実験設備を持ち込んで実験を行うこと

を可能にする設備である。豊橋技術大学に設置しており、班員が規程に従って利用できる体制に

なっている。すでに三重県志摩市、鳥羽市、伊勢市の真珠養殖業者、加工業者、養殖技術研究者

等を対象とした真珠品質評定実験を実施し、エキスパートによる質感認知の貴重な心理実験データが
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得られている。（総括班） 

・質感サンプルセット ¥1,499,925： ５で述べた様々な素材でできた一定の形状の物体（質感サンプ

ルセット）が素材識別に関する共通の研究資源として本領域で開発されている。班員が容易に使

用できるよう総括班で購入した質感サンプルセットを事務局で管理し、貸し出し可能にしている。（総

括班） 

・若手班員への研究会旅費支援： 触覚における質感認知研究を発展深化させるために、総括班

が主催して触覚質感研究動向に関する研究会を２０１２年２月に生理学研究所（愛知県岡崎市）

で行った。触覚質感研究に携わる若手研究者の育成のため、４名の若手班員およびその研究協力

者に対して旅費支援を行った。（総括班） 

 

・実験動物用超高周波音響振動呈示装置、¥11,760,000（73.5 万×16 台）：ヒトの感性的質感認

知研究を発展させマウス、ラットを対象として超高周波音による脳幹報酬系神経回路の活性化メ

カニズムを調べる。そのため平成 24 年度から、ラットとマウスに対して超高周波音響振動を呈

示した状態で飼育を開始した。（本田班員） 

・恒温恒湿槽（LH21-14M・ﾅｶﾞﾉｻｲｴﾝｽ）、¥2,262,750：食品の質感認知研究で生鮮物（主に野菜）

を恒温・恒湿状態で系統的に鮮度劣化させることで心理実験を行うための刺激画像を生成でき研

究が飛躍的に推進し成果があがった（業績一覧#149 など）。（岡嶋班） 

 

・研究員の雇用も行われ研究の進展と若手育成に効果が上がっている。一例を挙げる。 

雇用した研究員が真珠の品質鑑定の特性を熟練者と非熟練者で比較する実験を中心になって行い、

両者は鑑定能力に類似性があるが非熟練者は熟練者と異なり鑑定結果を明確に言語化できず、ま

た非熟練者間では一致度が低いという興味深い違いがあることを見出し、日本視覚学会２０１２

年冬季大会（２０１２年１月２１日工学院大学）で発表するなど大いに活躍している。（中内班員） 

 

 

８．今後の研究領域の推進方策 

 

７つのポイントに整理して今後の推進方策を以下にまとめる。 

１．６の連携の項でまとめたように班員間の連携が進み、研究の発展に効果を発揮している。そ

の大きな要因になっている領域共通研究資源を更に充実させるため、新しく生み出された技術や

知識の情報が円滑に共有され共通資源化がスムースに進むよう環境の整備を進める。 

２．これまで質感認知研究を国際的に牽引してきた研究室で育った次世代研究者が海外において

も着実に増え質感認知研究が盛んになりつつある。世界的に最先端の質感研究のレベルを保ち更

に水準を高めるために、今後は海外のすぐれた質感研究者を招聘して班員とのワークショップを

行うなど、国際的な交流を加速させることが必要と考えている。 

３．研究内容に関しては、これまでに物理的な質感特徴と素材識別に関しては大きな研究の発展

があった。今後は様々な物理的特徴がどのように統合されて素材識別の例に見られるように複雑

な質感の識別が可能になるのかという中間段階の処理に焦点をあてる研究が重要になる。また脳
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高次感覚野での複雑な質感の表現から、情動や価値判断に結びついた感性的質感認知が生み出さ

れる過程でどのような情報処理が行われるかという問題も今後の重要な課題である。これらに関

わる問題に関してはすでに２０１２年４月に「視覚質感認知と一般物体認識に関する研究会」を

行い活発な議論が行われ新しい研究の萌芽を作る上で有効であったと思われる。このような取り

組みに支援を与えて重要と考えられる研究方向の発展を促していく。 

４．肌や毛のような生体を構成する素材は生物学的な重要性が高く医療や産業においても重要な

対象であるが、光学的な特性が複雑であり質感の解析が困難である。すでに本領域でもこれらを

対象とする研究は行われているが、重要な対象として取り上げて研究の発展を促進する。 

５．ヒトを対象とする質感認知の心理学的評価実験では、言語を媒介として測定を行う方法が有

効である場面が多いことが、これまでの領域の研究活動において示されている。当初の予想を超

えてこの方向の研究への流れが見られることから、このような方向の解析の専門家を交えた情報

交換の機会を作り、研究の流れが適切な方向に向けて活発に進むよう支援を行いたい。 

６．この領域の活動で得られた質感認知に関わる知識や技術は、質感に関わる広範な産業分野や

工芸・芸術など社会の幅広い分野に還元して、それらの分野の発展に役立てることをこの領域の

重要な目標の一つとしている。そのため既にこれら領域外の産業や工芸・芸術分野の専門家との

交流を始めている。そのような交流の中から逆に新しい研究の着想が得られるという正のフィー

ドバックも生み出されている。今後も総括班が中心となってより多くの班員が質感に関わる社会

の様々な分野との交流を進められる機会を作り、当初の目標の達成に近づくように領域の活動を

進める。 

７．班員の研究協力者の研究員や大学院生は領域の研究を進める大きな力になっている。これら

の研究協力者に発表の場を与えて適切なコメントをフィードバックして力を伸ばす機会を設けた

り、若手研究者の情報交換の場を設けるなど、若手研究者を育成して質感研究の層を厚くして次

世代に更に研究が発展するために必要と考えられる活動を進めていく。 
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９．総括班評価者による評価の状況 

 

総括班評価者には領域班会議にご出席いただき、合わせて行う総括班会議において領域の活動に

ついてコメントをいただき領域活動にフィードバックするよう努めている。今回の報告書作成に

あたっていただいた評価を以下に掲載する。 

 

[富永昌治 千葉大学教授（主にＡ０１項目担当）からの評価] 

質感脳情報学という新学術領域を創出するという本研究プロジェクトは，研究代表者である小松英彦

教授の強力なリーダーシップ，計画班員の意欲的な研究推進，および公募班員の積極的な参画によっ

て，着実に進展していると評価できる． 

 A01 項目（工学系）は，①質感の画像計測表示システムの構築，②画像による質感の解析と識別，お

よび③質感を有する３D実物体と映像の生成，の３つに整理できる．①は担当者は少ないが，新たな計

測技術を開発しており，研究レベルは十分高く，成果が期待できる．質感の入力情報は視感評価実験

に頼りがちであるが，これでは根本的な質感解明に繋がらない．物理計測に基づく解明が必要で，こ

の意味から質感計測システムの開発研究は意義がある．②における物体表面の材質感の解明は，本領

域の最重要課題の一つであり，積極的な取り組みは大いに評価できる．実際，蛍光感，マット感，金

属感，人肌感といった具体的な質感を理解するための手掛かりが得られている．③は質感の表示系で

あるが，CG を用いるのか，実物体を利用するのかのアプローチがある．実物体と CG 技術を併用すると

ころに新規性があると思われる． 

 上記以外で特筆すべき成果は，質感サンプルを製作して利用したことである．質感研究には標準の

質感見本が必要であり，これまでに質感の異なる様々な素材を，異なった形状で製作している．これ

らは A01 研究領域を超えて A，B，C 共通の標準サンプルとして大変有用といえる． このように A班

の工学分野の研究によって呈示された研究成果が，Ｂ班の心理物理分野を扱うグループおよびＣ班の

脳神経科学分野を対象とするグループとの連携によって，綜合的に進捗することが十分期待できる． 

 

[江島義道 京都大学監事（主にＢ０１項目担当）からの評価] 

本領域の研究目的は、ものの価値判断や快・不快の情動生成と密接につながっている「質感認知」に

関わる情報処理が脳内でどのように処理されているかを解明することである。また、質感の科学的理

解に基づいて、質感情報の獲得や生成に関する工学技術を発展推進することである。 

このため、B グループでは、①心理物理学的手法を用いて、質感認知に関わる情報の特徴を明らか

にするとともに、②質感認知の心理的モデルを構築するための研究が行なわれている。 

 平成２３年度までには、主に①に関わる研究が行われ、②については基礎となるデータ集積が行わ

れた。具体には下記の研究成果が得られた。 

１）質感（物の光沢感、真珠の光沢感、漆の光沢・艶・深み、金銀銅色感、素材感（金属らしさ、木

らしさ、布らしさ）、きめの細かさ、食の鮮度、手触り感（ざらざら、さらさら、すべすべ）等と物理

的特性（輝度特性、輝度空間スペクトラム特性、鏡面反射特性、拡散反射特性、色度空間特性、３次

元形状特性、皮膚変形特性・特徴ベクトル、オノマトベ音韻）等の関係が心理実験によって分析され、

質感認知に関わる情報の特徴が明らかにされている。 
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２）グループ間の連携が進み、研究の質が高められている。 

 A グループの技術的支援によって、精密に統制された刺激の作成や物理的特性の厳密な分析が可能

になり、B グループの実験の質と効率性が高められた。また、研究者相互間での比較・補完を可能と

する実験データーの累積の道が開かれた。これらにより、B グループの研究成果が、A グループにお

ける質感情報の獲得や生成に関する工学技術の発展に役立つだけでなく、C グループの実験において

も、実験パラメータの選定などで役立つ可能性が高まった。 

３）物作り産業へ応用可能な研究成果は、まだ初期の段階ではあるが芽生えており、明るい兆候が見

えている。今後の展開が期待される。 

 研究の進捗状況は、一部については計画を上回って進んでおり、順調に推移していると言える。 

 

[田中啓治 理研脳科学総合研究センター副センター長（主にＣ０１項目担当）からの評価] 

本研究グループは、工学的研究、心理物理学的研究、脳科学的研究を統合して質感にアプローチして

いる。色覚については比較的長い研究の歴史があるが、その脳メカニズムとくに高次なメカニズムに

ついては不明のところが多い。色覚以外の表面材質などについての質感についてはさらに研究が少な

く未知の分野であった。これに挑戦するには、利用を目指した工学的な手法とメカニズム解明を目指

した心理物理学的方法・脳科学的方法の間に協力の可能性が大きい。本研究グループでは、多くの工

学者の参加を得ており、将来への発展に向けて大きなポテンシャルを持っていると思われる。また、

質感の脳メカニズムに取り組むにあたって、心理物理的研究との協力は極めて重要であり、心理物理

学的研究に従事する研究者と脳科学的研究に従事する研究者がほぼ同数参加する本研究グループの構

成は極めて適当である。脳科学的研究についても知覚研究だけでなく、知覚・運動連関にいたる研究、

学習過程に関する研究、情動に関する研究など幅広いテーマで研究者を集めており、末広がりの展開

が期待される。何回かの研究会に参加させていただいたが、大変活発な議論がなされており、また発

表内容も高度であった。研究内容は多様性を積極的に活かし、班員がお互いに強い刺激を受けている

様子がよく見てとれた。いろいろな共同研究も行われており、展開が楽しみである。すでに素晴らし

い成果も出てきている。産業の種の展開にまで発展していく可能性を感じる。 

 



研究成果の公表の状況（主な論文等一覧、ホームページ、公開発表等） 

平成22年度に発足した新学術領域研究（研究領域提案型）としての研究成果の公表状況は以下のとおりで

あるので、一部修正して再掲する。 

５．研究成果の公表の状況 

（１）主な論文等一覧について 
以下の一覧の原著論文および査読付き国際学会発表には Acknowledgment で本領域にふれた論文のみを記

載している。これ以外にも本領域の成果が含まれる多数の論文が発表されている。なお以下のうち 4, 5, 14
～18, 28～, 29, 33, 37～43 は中間評価報告以降の追加である。 
 
① 原著論文 
Ａ01 
1. *Murakami Y, Nomura J, Ohyama M, Yamaguchi M (2012) Fidelity evaluation of metallic luster in 
six-band high-dynamic-range imaging, Optical Review, 19: 3: 142-149. 

2. *Murakami Y, Yamaguchi M, Ohyama N (2012) Hybrid-resolution multispectral imaging using color filter 
array, Optics Express, 20: 7: 7173-7183. 
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の２つの新学術領域「学際的研究による顔認知メカニズムの解明」「ヘテロ複雑システムによるコミュニケ

ーション理解のための神経機構の解明」と合同で開催し、本領域から４名の班員が発表した。 
・企業との合同研究集会「質感研究の応用に関する意見交換会」（２０１１年１０月３日学術総合センター、

図 17: 質感脳情報学領域ホームページトップ画面 http://shistukan.jp 



参加者４２名）：質感に関わる研究開発を行っている企業内研究者に対して班員４名が発表を行い、質感認

知の基礎的研究の重要性を示した。 
 
上記は領域主催のイベントであるが、個々の班員の行った招待講演（計２７件）のうちのいくつかを下に示

す。 
・「Color processing for surface gloss and image naturalness」Perception of material properties workshop

（２０１１年６月４日Ebsdorfergrund ドイツ）（西田班員） 
・「質感知覚の心理物理学」情報通信学会CVIM/GCAD 合同研究会（２０１１年１１月１７日筑波大学）（西

田班員） 
・「Neural coding of glossiness in the macaque visual cortex」Perception of material properties workshop

（２０１１年６月４日Ebsdorfergrund ドイツ）（小松班員） 
・「質感を認知する脳の仕組みを探る」日本視覚学会２０１２年冬季大会（２０１２年１月１９日工学院大

学）（小松班員） 
・「素材の触知覚を構成する５種類の材質感次元」第１６回日本バーチャルリアリティ学会（２０１１年９

月２１日はこだて未来大学）（岡本班員） 
・「コンピュータグラフィックスにおける質感表現」情報通信学会CVIM/GCAD 合同研究会（２０１１年１

１月１７日筑波大学）（新谷班員） 
・「視覚性認知障害」第３５回日本神経心理学会総会（２０１１年９月１５日栃木県総合文化センター）（鈴

木班員） 
・「Learning-induced plasticity of neural computation in the auditory cortex」第８９回日本生理学会（２

０１２年３月２９日長野県松本文化会館）（高橋班員） 
 
（４）「国民との科学・技術対話」について 
・領域公開シンポジウム「質感理解へと向かう５つの挑戦」（２０１１年１２月７日大阪大学中ノ島センタ

ー、参加者約１７０名）アンケート回収３０名（大変良かった 53%、良かった 30%、普通 7%、期待はず

れ 3%、無回答 7%） 
・領域公開シンポジウム「美術工芸ｘ質感脳情報学」（２０１２年５月２９日京都市勧業館みやこめっせ、

参加者約１６０名）アンケート回収５８名（大変良かった 28%、良かった 50%、普通 13%、期待はずれ

0%、無回答 10%）（年代：２０代 36%、３０代 24%、４０代 19%、５０代 16%、６０代 5%） 
 
上記２つのイベントは領域主催のものであるが、他に個々の班員による活動も多くなされている。以下には

そのうちいくつかの例をあげる。 
・２０１１年９月２５日名古屋市科学館の科学ゼミナール（名古屋市科学館）にて「ヒトは脳でどのように

色を見ているか」という体験型科学教室を行い金色の特性を体験してもらった。参加者小中学生親子２４

名、２４人中６人が特に金色のデモに高い興味を示した。（小松班員） 
・２０１１年１１月５日生理学研究所一般公開にて「脳が作る世界－見るということ」という展示を行い、

質感研究の内容を紹介すると共に素材識別実験と金色の特性の体験をしてもらった。参加者約１０００名。

（小松班員） 
・２０１１年１１月６日、テクノフェア in ねやがわ（大阪電気通信大学）にて「コンピューターで化粧の

色を試そう」というタイトルで皮膚の分光反射率の計測とコンピュータでの色再現の体験を行った。参加

者はほとんど女性で約７０名（うち４０名が実際に体験）（土居班員） 



・２０１２年６月７日国立情報学研究所オープンハウス（学術総合センター）にて「光を通して観る世界」

のタイトルで一般向けの基調講演を行い，光の情報をもとに対象物の材質や形を抽出する試みについて紹

介。参加者約２００名（佐藤いまり班員） 
・２０１２年６月７日、応用脳科学コンソーシアムの研究会（国際ファッションセンタービル KFC ホール）

にて「質感と感性へのアプローチ 〜ハイパーソニック研究の実例から」というタイトルで教育講演。参

加者約５０名（本田班員） 
・２０１２年６月７〜８日、画像センシングシンポジウム（パシフィコ横浜）にて プロジェクタカメラシ

ステムを用いた質感制御のデモンストレーション展示を行なった．企業関係者が産業応用の可能性につい

て特に興味を示した。参加者約９００名（天野班員） 
・２０１２年６月１６日視覚科学技術コンソーシアムの公開研究会「視覚・色覚のしくみを画像・化粧品に

活かすには？」（キャンパスイノベーションセンター、東京・田町）で当領域の活動および化粧と質感に関

する最新の研究動向について紹介。参加者４８名。（中内班員、岡嶋班員） 
・２０１２年６月２０日 茨城県立竜ヶ崎第一高校にて「見ることを科学する」という講演で質感からの３

次元形状知覚の研究を紹介し，デモを体験してもらった。参加者生徒約５０名（酒井班員） 
 
また放送、新聞、出版などのメディアを通して、研究内容を広く国民に伝える努力も行っている。いくつ

かの例をあげる。 
・「生体の科学」誌より質感研究に関する特集号の依頼が領域代表にあり、「質感脳情報学への展望」という

特集号を編集することになり、計画班代表者７名がそれぞれの分野での質感認知研究の現状と展望をまと

めた。（２０１２年６３巻４号として印刷中） 
・「映像メディア学会誌」が２０１２年５月号に企画した「質感を科学する」という特集号に協力を依頼さ

れ、班員５名がそれぞれの分野での質感研究を紹介した。 
・ＮＨＫテレビより伊藤若冲の金色の質感について分析するテレビ番組（若冲ミラクルワールド、ＮＨＫＢ

Ｓプレミアム２０１１年４月２５日、ＮＨＫ総合２０１２年１月９日）への協力依頼があり、佐藤いまり

班員と内川班員が出演して質感認知研究の視点から分析を行った。 
 
これら以外にも論文発表等にあたって新聞や他のメディアによる報道に多数協力した。 
 
 

 


